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品川区議会議員

無 所 属

女性の視点・力で
品川区を刷新!!

　キャリアウーマンとして外資系企業で全
国飛び回っていた独身時代、家庭を持ち、長
男を出産、子育てしながら仕事を続けるため
には、保育園が必要でしたが入れる保育園が
ないという大きな壁に直面し、いかに女性の
社会進出が困難か経験しました。保育事情が
優れていると評判だった品川区へ移住、無認
可保育所から認可保育園に入園できたとき
はとても嬉しかったことを今でも思い出しま
す。品川区で3人の子どもを生み育てられたこ
とを感謝していますが、公立保育園職員の
労働組合運動に保育園の保護者達が巻き込
まれ行政側と対立関係になっている状況を経
験し、「これではいけない！ 
子ども達のためにも区民と
行政の協力関係が必要だ」
とママ友パパ友を結集し区
議会議員を目指し、政治の
世界へ飛び込みました。

　政党にとらわれず、問題解決に向け、
がむしゃらに走ってきました。公約で
あった行政との架け橋となり正常関係に
築けたこと、正しい情報を伝え、共に考
え、政策提案をしてきました。芽が出たも
の、花が咲いたもの、なかなか芽が出な
い案件も沢山ありますが、諦めず、辛抱
強く、追求してきた態度はこれからも変
わることはありません。お一人お一人の
問題は品川区全体の課題と捉えて、挑ん
でいます。現場主義、生活者目線で区政
に切り込んで参りました。

激動する社会に立ち向かっていくに
は、社会の変化を敏感に察知し、区民
の皆様の水先案内人としてスピード
感を持って柔軟で極め細やかな区政
運営が求められます。そのためには、
品川区のことを十分に知っているこ
と、極め細やかな視点、生活者として
の目線が必要です。未来の品川区の
ために、品川区民の皆様の幸せを第
一にさらに活動を高めて参ります。

　品川区議会議員として5期
19年間の実績、民間企業で
培った鋭い視点、働くママの
温かい眼差しで品川区に新し
い風を吹かせます。品川区の
リーダーとして西本たか子に
お任せください。

●ママから政治家になって
　5期19年目

●無所属を貫き、区民の皆様の
　心に寄り添った19年間

●激変する社会環境で
　未来の品川区に必要なのは
　新しい風・女性の視点と力

西本たか子の品川区への思い西本たか子の品川区への思い
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■2007年 品川区議会議員 ２期目当選
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西本たか子の政治姿勢 輝く街づくりのために

一人一人が輝くための区政運営

◆品川区の魅力って？
　「品川区の特徴ってなんでしょう」と聞くとその答えは・・・「新幹線が通
るし、近くリニアモーターカーも走るよね」と返事が返ってきます。品川駅
や品川プリンスは品川区ではありません。港区です。

　品川区には自慢できる伝統と文化があります。地域の良さ
を引き出し、魅力の発見、大井町を拠点にさらに一歩進んだ
品川区の誕生を実現します。

◆徹底した情報開示でガラス張りの区政運営へ
　いつの間にか決まっている区の事業、「もう決まっちゃったから変えら
れません」と言い訳ばかり。説明も不十分。区民が本当に望んでいる事業
なのだろうか。

　徹底した情報開示と住民主体の事業であるべきです。住民
の状況をくまなく調査し、きめ細やかな区政運営を実現します。

◆区役所ってめんどうで嫌な場所？
　さまざまな手続き、嫌々ながら行っていませんか？　
区役所の何処に行ったら良いか、分からず、迷ってしま
う。たらい回しもしばしば。仕事を休めず、手続きがまま
ならない。もっと簡単に気持ち良く手続きできないだろ
うか

　役所は区民の皆さまのお助けマンであるべき
です。ワンストップサービス、ITを活用し、簡略化、
頼れる所、おもてなしの心でお迎えする区役所へ
大改革します。品川区民のシンボル品川区役所と
して生まれ変わらせます。

◆権力に負けない！！小さい力が品川区を動かす大きな原動力へ
　「ながい物には巻かれろ」では、未来の品川区は拓かれません。
権力で押さえ込む構図は何処にでもはびこっているのではない
でしょうか。

　5期に渡り無所属で活動し、正しいことは正しい、
変えるべき事は変える、真実を追及し、大きな力に
立ち向かってきました。小さい声ほど大切に、そこか
ら大きな改革に繋がっていきます。一人一人が大切
にされる政治を実現します。

◆国、都、他自治体の動向見て・・・
　消極的な事業展開は、もう通用しない！
　「石橋を叩いて渡る」今の品川区政の姿勢そのもの、国が動いたら、都
が動いたら、他の自治体が動いたらという考えでは、激変する社会に立ち
向かっていくことはできません。

　地域の実情に合わせた極め細やかな政策、見直すべき事
業は大胆に見直しを図る、メリハリの利いた事業の展開をし
ていきます。次世代のトップリーダーには判断力、決断力、実
行力が求められます。西本たか子にお任せください。

笑顔いっぱい子ども政策

◆まだまだ足りない！！教育改革
　小中一貫教育、学校選択性など教育改革を進めてきた品川区、しかし、
不登校や貧困による教育格差、高校に入学しても退学してしまう子ども
達が多くなっています。子ども達の声を真剣に聴いているだろうか、学校
教育だけでは支えきれない子ども社会、子ども達を見守る地域の力が必
要です。

　一人一人の気持ちに寄り添い、すべての子ども達の成長
を促す教育環境を整備していきます。貧困による教育格差を
なくしていきます。八潮地区を文教の地として発展させ、全て
の子供達の成長を促す教育研究・実践を実現します。

◆量から質の高い保育園へ転換
保育園の待機児童ゼロ実現の後は、少子化で子どもの取り合いになる時
代、さらに子ども達を取り巻く環境も大きな変化が来ています。

すべての子供たちの成長を促す質の高い保育、保護者も含
め、丁寧な支援体制を実施します。
品川区独自の児童相談所を整備していきます。

　　人にやさしい街づくり
◆街づくりは人づくり　血の通った街へ
知らない内に再開発が始まっていて仰天！反対しても既に審議会で決定
されていて、覆すことは不可能、余生を穏やかにこの街で過ごしたかった
のにという声を沢山聞いてきました。

　一部の住民で決めるのではなく、地域住民の合意に基づ
く街づくりでなければなりません。
　情報を提供し、我が街の将来を住民主体で考える仕組
みを作ります。

　

先手の新型コロナ感染対策
◆後遺症調査と医療支援・経済支援拡大へ
収束が見えない感染拡大、後遺症で苦しんでいる方が多く存在していま
すが実態調査もしていない品川区。このまま感染拡大すると医療崩壊に
なりかねません。

　品川区民の状況を調査し、継続的な医療支援をしていきま
す。更なる区内事業所への経済支援で支えます。

羽田空港新ルートは撤回！！
A・C滑走路に降りるルートである限り、国土交通省の固定化回避
検討会で品川区の上空を飛ばなくなる事はありません。
住民の実態調査を行い、品川区民の声を集約し、国に撤回を求めます。
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